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明
け
ま
し
て　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
被
災
さ
れ
た
方
々
の
生
活
再
建
が
達
成
で
き
る
よ
う

に
望
み
ま
す
。

　
「
孫
ブ
ル
ー
」
と
言
う
言

葉
が
あ
る
そ
う
な
。
息
子
、

娘
か
ら
孫
の
面
倒
を
見
て
欲

し
い
と
頼
ま
れ
、
そ
れ
が
習

慣
化
す
る
と
祖
父
母
が
し
た

い
こ
と
も
出
来
ず
憂
鬱
に
な

る
こ
と
を
指
す
ら
し
い
。
共

働
き
も
増
え
、
若
夫
婦
の
手

助
け
も
せ
ね
ば
と
使
命
感
に

燃
え
、
孫
も
可
愛
い
し
と
引

き
受
け
る
の
だ
が
、
度
々
で

あ
れ
ば
老
後
の
自
由
な
生
活

設
計
も
ど
こ
へ
や
ら▲

「
孫

ブ
ル
ー
」
を
造
語
し
た
方

が
、
世
話
で
き
な
い
場
合
は

ル
ー
ル
を
作
り
、
断
り
な
さ

い
と
述
べ
て
お
ら
れ
た
が
、

ど
れ
だ
け
の
祖
父
母
が
毅
然

と
対
応
で
き
る
だ
ろ
う
。
シ

ン
グ
ル
マ
ザ
ー
や
若
夫
婦
の

所
得
も
少
な
く
、
み
て
見
ぬ

ふ
り
は
出
来
ず
経
済
的
に
も

援
助
し
て
い
る
祖
父
母
も
居

る
と
聞
く▲

詩
人
の
金
子
光

晴
が
四
十
四
年
前
に
刊
行
し

た
、
孫
を
題
材
に
書
い
た

「
若
葉
の
う
た
」
と
い
う
詩

集
が
あ
る
。
金
子
の
変
転
と

し
た
人
生
の
終
わ
り
近
く
、

初
孫
に
対
す
る
愛
情
が
溢

れ
、
先
行
き
の
社
会
を
憂
い

な
が
ら
も
批
判
精
神
を
失
わ

な
い
珠
玉
の
詩
集
で
あ
る
。

特
に
「
運
動
会
」
の
詩
は
傑

作
。
読
ん
で
る
間
は
間
違
い

な
く
「
孫
ブ
ル
ー
」
か
ら
解

放
さ
れ
る
。�

（
須
賀 

修
司
）

　
農
耕
初
期
に
石
臼
で
粉
を

ひ
い
て
い
た
女
性
の
腕
は
、
現
代
の
手
漕
ぎ
ボ
ー
ト
競
技

の
女
性
の
腕
よ
り
も
逞
し

か
っ
た
、
と
い
う
英
国
ケ
ン

ブ
リ
ッ
ジ
大
学
の
昨
年
十
一

月
の
発
表
が
興
味
深
い
。
人

間
の
文
明
史
は
、
重
労
働
軽

　
囲
碁
界
の
世
界
最
強
と
さ

れ
る
覇
者
が
、
人
口
頭
脳
：

グ
ー
グ
ル
「
ア
ル
フ
ァ
碁
」

に
敗
退
し
た
の
は
、
二
〇
一

六
年
の
こ
と
で
す
。
こ
の
シ

ス
テ
ム
で
は
、
感
知
装
置
が

碁
盤
情
報
を
人
口
知
能
に
伝

え
、
そ
れ
が
選
ん
だ
次
の
手

を
人
間
が
碁
盤
に
打
っ
て
い

ま
し
た
。
こ
の
人
間
を
、
ロ

　
だ
れ
で
も
・
ど
こ
で
も
・

い
つ
で
も
、
働
く
力
を
十
分

に
発
揮
で
き
る
労
働
革
命
を

　
こ
の
豊
か
な
長
寿
社
会
の

建
設
を
世
界
に
提
示
す
る
こ

と
が
、
世
界
平
和
の
基
礎
と

も
な
り
ま
す
。
労
働
研
修
制

度
を
充
実
し
て
、
諸
外
国
の

国
内
建
設
に
寄
与
す
れ
ば
、

若
者
に
希
望
の
灯
を
と
も
せ

ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
科

学
技
術
、
産
業
、
税
制
、
社

会
保
障
制
度
、
財
政
再
建
な

ど
の
諸
政
策
を
主
導
で
き
る

強
力
な
政
治
が
不
可
欠
と
思

わ
れ
ま
す
。

　
組
合
員
の
み
な
さ
ん
、
今

年
も
夢
を
持
っ
て
、
共
に
歩

み
ま
し
ょ
う
。

　
最
近
で
は
自
覚
症
状
が
な
い

間
に
進
行
し
、
視
野
が
狭
く
な

る
緑
内
障
が
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。
京
都
医
療
生
協
で
は
十
一

月
十
六
日
（
木
）
に
無
料
眼
科

健
診
を
実
施
し
、
組
合
員
な
ど

八
名
の
方
が
受
診
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
の
受
診
者
の
年
齢
は

六
十
二
歳
～
八
十
七
歳
（
平
均

七
十
一
歳
）
で
し
た
。
健
診
の

結
果
、
七
名
の
方
に
軽
度
で
は

あ
っ
て
も
白
内
障
が
見
受
け
ら

れ
、
精
密
検
査
を
必
要
と
す
る

方
が
一
名
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
中
野
眼
科
大
徳
寺
前
診
療

所
は
、
平
成
三
十
年
三
月
三

十
一
日
付
で
閉
院
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　
中
野
眼
科
で
は
、
本
院

（
千
本
丸
太
町
）、
四
条
分
院

（
四
条
大
宮
）、
朝
日
会
館
診

　
京
大
生
協
学
生
委
員
会
企
画

『
萬
屋
ぱ
れ
っ
と
～
京
大
生
三

種
の
神
器
、 

点
検
の
秋
～
』
と

題
し
た
組
合
員
の
大
学
生
活
に

お
け
る
必
需
品
点
検
が
、
十
月

三
十
日
（
月
）
～
十
一
月
二
日

（
木
）
に
京
大
西
部
会
館
ル
ネ

に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
京
都
医

療
生
協
で
は
こ
れ
に
協
力
し
、

「
学
生
の
眼
の
健
康
」
を
守
る

た
め
、
コ
ン
タ
ク
ト
開
封
体

験
・
メ
ガ
ネ
の
無
料
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
・
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ズ
に
関

す
る
目
の
ト
ラ
ブ
ル
に
対
す
る

予
防
や
正
し
い
使
い
方
に
つ
い

て
情
報
提
供
し
ま
し
た
。
と
く

に
不
適
切
な
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン

ズ
、
カ
ラ
コ
ン
の
取
扱
い
の
危

険
性
・
ド
ラ
イ
ア
イ
・
Ｖ
Ｄ
Ｔ

に
つ
い
て
も
注
意
喚
起
し
、
多

く
の
学
生
が
ブ
ー
ス
に
立
ち

寄
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
今
後
も

京
大
生
協
と
つ
な
が
り
を
継

続
、
発
展
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
取

り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

新年のごあいさつ

無料眼科健診を実施

減
や
よ
り
高
い
生
産
性
を
求

め
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と

に
、
思
い
を
馳
せ
ま
す
。

ボ
ッ
ト
や
機
械
装
置
に
置
き

換
え
れ
ば
、
事
務
や
生
産
な

ど
の
労
働
が
自
動
化
さ
れ
ま

す
。ま
た
、注
目
さ
れ
て
い
る

サ
イ
バ
ニ
ク
ス
は
人
を
支
援

す
る
装
置
と
な
り
ま
す
。
こ

う
し
た
労
働
の
顕
著
な
変
革

は
、
ま
さ
に
労
働
革
命
と
呼

ぶ
べ
き
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

進
め
れ
ば
、
社
会
を
ま
か
な

う
富
を
生
み
出
す
こ
と
も
で

き
る
は
ず
で
す
。
労
働
革
命

へ
の
技
術
革
新
が
無
尽
蔵
の

内
需
を
呼
び
起
こ
し
、
工
場

や
事
務
所
は
自
動
化
し
、
保

育
・
教
育
・
医
療
・
福
祉
等

療
所
（
河
原
町
三
条
）、
京

都
駅
前
診
療
所
に
て
、
従
来

ど
お
り
診
療
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
な
お
大
徳
寺
前
診
療

所
閉
院
後
は
、
四
月
よ
り
細

田
泰
子
先
生
が
眼
科
を
開
業

さ
れ
る
予
定
で
す
。

は
人
が
担
い
、
労
働
時
間
短

縮
に
よ
る
社
会
生
活
充
実
も

実
現
で
き
る
で
し
ょ
う
。

太
古
の
女
性
腕
骨
が
語
る
も
の

目は大丈夫と
思っている方のために

だ
れ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
い
つ
で
も

　
　
　
　
働
く
力
を
活
か
せ
る
よ
う
に

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
目
を
獲
得
し
た
時

労
働
革
命
が
社
会
改
革
を
呼
び
起
こ
す

労
働
革
命
を
主
導
で
き
る
政
治
を

お
　
知
　
ら
　
せ

学生さんの目の健康を
一緒に考えました

～
京
都
大
学
生
協
と

　
　
　
　
　
連
携
し
て
～

労
働
革
命
の
時
を
迎
え
て

京都医療生協
理事長

山田　亮三
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幕
末
の
動
乱
期
、
将
軍

徳
川
家
茂
の
警
護
で
入
洛

時
の
食
生
活

や
京
観
光
の

姿
が
興
味
深

く
伝
わ
っ
て

き
ま
す
。

　
八
郎
は
後

に
新
政
府
軍

京
生
活
を
送
り
ま
し
た
。

　
新
選
組
が
活
動
し
て
い

た
頃
で
、「
征
西
日
記
」

と
名
は
勇
ま
し
い
で
す

が
、
記
述
は
同
僚
ら
と
の

交
流
や
京
見
物
な
ど
日
常

生
活
が
中
心
。
食
事
に
つ

高
級
そ
う
な
も
の
が
多

く
、
ま
さ
に
幕
末
グ
ル
メ

の
一
端
を
見
る
思
い
。
そ

し
て
非
番
に
は
遠
く
愛
宕

山
や
延
暦
寺
、
鞍
馬
な
ど

へ
も
日
帰
り
見
物
。
健
脚

さ
を
含
め
日
記
か
ら
は
当

い
ま
す
。

　
伊
庭
八
郎
、
二
十
一
歳

が
そ
の
人
。
江
戸
の
名
門

剣
術
道
場
の
御
曹
司
。
元

治
元
年
（
一
八
六
四
）
正

月
十
四
日
か
ら
約
半
年
、

い
て
も
折
に
つ
け
書
き
残

し
、
ウ
ナ
ギ
、
タ
イ
、
ド

ジ
ョ
ウ
、
ア
ユ
、
ク
ジ

ラ
、
赤
貝
、
鶏
、
て
ん
ぷ

ら
な
ど
な
ど
、
内
容
の
多

様
さ
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。

と
戦
い
函
館
で
戦
死
。
日

記
と
は
真
逆
の
激
烈
な
最

期
で
し
た
。
著
者
は
歴
史

作
家
山
村
竜
也
さ
ん
。
幻

冬
舎
新
書
。
七
百
八
十
円

と
税
。�

（
松
本
　
忠
之
）

し
た
若
い
幕

臣
が
京
都
滞

在
日
記
を
残

し
ま
し
た
。

そ
れ
を
現
代

語
の
訳
付
き

で
解
説
し
て

『
幕
末
武
士
の
京
都
グ
ル
メ
日
記

�

―  

伊
庭
八
郎
征
西
日
記
を
読
む
』

明
ら
か
に
な
っ
た
四
月
診
療
報
酬
改
定
。
本
体
部
分
が
〇
・
五
五
％
上
が
る
と
は
言
う
も
の
の
、

そ
の
一
方
で
薬
価
部
分
が
一
・
七
四
％
下
が
り
、
差
し
引
き
す
れ
ば
マ
イ
ナ
ス
と
な
る
見
込
み
で
す
。

保
険
で
良
い
医
療
を

　
中
野
眼
科
創
立
八
十
周
年

記
念
会
が
、
十
月
二
十
一
日
（
土
）
午
後
六
時
三
十
分
よ

り
、
か
ら
す
ま
京
都
ホ
テ
ル

に
お
い
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
第
一
部
で
は

開
会
挨
拶
、
永

年
在
任
役
員
・

勤
続
職
員
の
表

彰
、
新
入
職
員

紹
介
の
後
、
山

田
理
事
長
の
講

演
「
中
野
眼
科

創
立
八
十
周
年

を
迎
え
て
」
が

行
わ
れ
ま
し

た
。
戦
前
・
終

戦
直
後
の
厳
し

い
時
代
に
医
療

　
十
月
二
十
六
日
（
木
）、

京
都
ア
ス
ニ
ー
に
て
、
健
康
ヨ
ガ
教
室
を
開
催
し
ま
し

た
。

　
こ
れ
ま
で
は
「
健
康
大

学
」
と
し
て
実
施
し
て
い
ま

し
た
が
、
お
話
を
聴
く
だ
け

で
な
く
、
身
体
を
動
か
し
な

が
ら
健
康
の
大
切
さ
を
ご
一

緒
に
学
ぶ
こ
と
を
め
ざ
し
た

新
企
画
と
し
て
、
中
京
区
地

域
介
護
予
防
推
進
セ
ン
タ
ー

の
ご
協
力
も
得
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
一
度
も
ヨ
ガ
を

経
験
し
た
こ
と
が
な
い
方
も

　
十
一
月
七
日
（
火
）、

二
〇
一
七
年
度
組
合
員
交
流

集
会
が
聖
護
院
御
殿
荘
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
楊
雪
元
さ
ん
を
お

招
き
し
て
、「
超
絶
技
巧
の

中
国
笛
演
奏
と
情
熱
的
テ

ノ
ー
ル
の
歌
声
」
を
た
っ
ぷ

り
と
聴
か
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
楊
さ
ん
は
幼
く
し
て

全
盲
と
な
ら
れ
、
そ
の
ハ
ン

デ
ィ
ー
を
克
服
し
て
日
本
各

地
で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
参
加
さ
れ
た
四
十
名
の

方
々
は
、
力
強
い
歌
声
と
繊

細
で
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
を
か
き

た
て
る
笛
の
音
色
に
す
っ
か

　
十
月
二
十
八
日
～
三
十
日
に
沖
縄
で
開

催
予
定
の
第
十
七
回
日
本
高
齢
者
大
会

が
、
台
風
二
十
二
号
通
過
の
た
め
に
急
遽

中
止
と
な
り
ま
し
た
。
皆
様
か
ら
い
た
だ

き
ま
し
た
代
表
者
派
遣
募
金
は
、
来
年
の

開
催
分
と
し
て
お
預
か
り
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
く
存
じ
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
了
承

下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

の
社
会
化
や
反
戦
平
和
の
立

場
を
つ
ら
ぬ
き
中
野
眼
科
を

創
立
さ
れ
、
眼
科
診
療
の
一

方
で
国
民
皆
保
険
制
度
確
立

や
保
険
医
運
動
に
も
力
を
注

が
れ
た
中
野
信
夫
先
生
。
ま

た
「
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
の

処
方
管
理
は
医
療
」
と
の
立

場
を
い
ち
早
く
明
確
に
し
、

安
心
安
全
な
コ
ン
タ
ク
ト
レ

ン
ズ
供
給
に
着
手
し
ま
し

た
。
そ
の
業
績
の
一
つ
一
つ

を
ふ
り
か
え
り
な
が
ら
、
山

田
理
事
長
は
中
野
眼
科
八
十

年
の
歴
史
を
わ
か
り
や
す
く

話
さ
れ
ま
し
た
。

　
つ
づ
い
て
鴨
井
雅
夫
監
事

の
乾
杯
ご
発
声
で
開
宴
し
た

り
魅
了
さ
れ
ま
し

た
。
演
奏
後
は
美

味
し
い
お
弁
当
を

い
た
だ
き
な
が

ら
、
組
合
員
交
流

を
大
い
に
す
す
め

る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

第
二
部
で
は
、
役
職
員
が
和

気
あ
い
あ
い
の
う
ち
に
交
流

を
深
め
、
宮
本
和
明
副
理
事

長
の
挨
拶
で
閉
会
と
な
り
ま

し
た
。

含
め
て
、
ヨ
ガ
の
基
本
か
ら

学
ぶ
中
で
、
さ
わ
や
か
な
汗

を
流
す
喜
び
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

中
国
笛
と
テ
ノ
ー
ル
の

歌
声
に
魅
せ
ら
れ
て

身
体
を
動
か
す
こ
と
の
喜
び
を

健
康
ヨ
ガ
教
室

組
合
員
交
流
集
会

日本高齢者大会中止

ⓒJPN-TENPOZANGALLERY-OMORISYUNJI

診療所のある街角で⑤
【二条公園】

　昼休憩の時間に千本丸太町周辺を散歩しています。とくに四季折々の風情が楽
しめる二条公園で、樹々の彩りの下、ベンチに座っていると、古い恋愛映画の数々
のシーンを思い出して柄にもなくロマンチックな気分にひたれます。�（大森 俊次）

中
野
眼
科
創
立
80
周
年
記
念
会
を
開
催


